サガケン　トウホクブ　チュウサンカン　チイキ　ニ　オケル　コウサク　ホウキ　スイデン　ノ　ジッタイ　ト　タイサク　ニ　ツイテ by 甲本, 達也 et al.
佐賀大農費量 (Bull.Fac. Ag仁， Saga Univ.l 74: 1l5~122 (1993) 
県東北部中山間地域における耕作放棄水田
の実態と対策について
平成4年10月31日受理
Actual Conditions of Abandoned Paddy Fields in Hilled Rural Areas 
in the N ortheast Saga Prefecture and Their Countermeasures 
Tatsuya KOUMOTO 
(Laboratory of Construction Engineεring) 
Received Octobeγ31， 1992 
115 
So far ab呂ndonedpaddy fields havεb在日nincreasing throughout J apan. Abandoned paddy 
field areas in Kyushu reached 24，000 ha in 1990 being明 uiva1entto 3.5% of tota1 cu1tivatεd areas 
and to twice as much as those in 1985. 
There are three common rεasonsto呂bandoncu1tivating p呂ddyfields: (1) an underpopu]ation， 
(2) an aging of farmers and (3) a shortagεin successor 
From now thεse paddy fie!ds seem to incrεas告巴speciallyin the hilled rural areas wh芭reth告re
are somξbad conditions in cultivation besidεs above mεntioned reasons. Appropriate counter-
measur記smust b巴urgent1ytaken to recov日rthesξabandonεd paddy fields to cu1tivated ones and 
to decrease these paddy fields. 
In this paper actua1 conditions of abandonεd paddy fie1ds in thεhillεd rur呂1areas in the 
north芭astSaga Prefectur巴wereinvestigat吋 toget some count己rmeasu詑 sby introducing opin-
Ions of p巴oplesin thes巴areas.
words: abandoned paddy fie1d， hilled rural area， rur呂1engine巴ring
1. はじめに
しているなか，九十1'においても耕作放棄地の面積は平成 2年には
24， OOOha ~こ達している.これは九州の全耕作地面積の3.5%に相当し， 5年前の昭和前年当時に
比べると 2倍に増えたことになる.耕作放棄の全国共通の理由として，過疎化， I高齢化，後継
者不足(これらを農業の 3Kと呼ぼう)があげられ，このままで
しし耕地条件も惑い中山間地でますます進行するものと
地を農地として護活命維持し9 さらにはこれからさき放棄地が出ないような対策を早急に講じ
る必要がある.
ラその るため 水田の耕作放棄について，
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中山間地域においてその実態を調査した@
さらに，地域の意見等を考慮、しながらそ
の対策法についても検討した.
2. 
(1) 調査地域
県lま，九州の北西
よび東北は福岡県にヲ西
北は玄海灘，
は，
L，東お
に接し，
平野等の大穀倉地帯を抱え，見{昌平地
の感がある.しかし，本県の全耕地問積
約68，000haのうちの水田面積約48，000ha
の約4害U，20， OOOhaは中山間地にある@
しかも，中山間地水田のうちの約50%は
額斜 1/100以上の地帯にある@
今回の調査は，県の中央部にある天山
1系と東北部の福間県との県墳にある
振山系とに留まれた地域の小域町，富士町，三瀬村およ
として行った. (関 1 ) 
小城釘地区は，県のほ し，北に天山
N 
磁岡県
丁
ぬ耳
者語隠i祭
1 誠変地区のm:f!室関係
4地毘の中山間地域を対象
り，南には肥沃な穀倉地帯の佐賀平野が展開している.この天山山系から宿命に紙調)1 (その支
流の清水川は全国名水百選)と晴気川のこつの水系が嘉瀬)1，牛津)1にそれぞれ合流して有明
に注いでいる.本地[玄の中央部を間道203J号線が佐賀~唐津間を結び¥また，高速長崎白
し，近踏の多久市，大和町にはインタ
を生かした産業の振興や地域の活性化が図られている.
しヲ北は福岡県前原町，
，南は多久市，小城町とそ
，福岡市にも比較的近し福間市に直接つながる三瀬トンネ
ルや昭和62年に開通した長崎自動車道性質大和インターなど，際上交通網が一段と便利になり
本町の経済的条件は整いつつある。また，本地区は観光資源に恵まれ9 北山湖の脊振@北山県
自然公園やヲほぼ町の中央』こ位置する古湯@熊の川温泉郷の)IU:県立自然公園と天山県立自
然公爵を有し，緑と清流と温泉の自然観光地を形成している.
三瀬村地区は，県東部の最北端脊振山系に位置しラ東西 9km北 8kmのほぼ整形をしており，
(北山ダム満水面) ~967m (金山山国)に分布する南西マ比較的台状を呈し潟鴎を
山に閉まれた盆地である。本地i玄の中央部を福岡市と{左翼市を結ぶ国道263号線が南北
しヲ昭和61年の三瀬トンネル関連により両市までの距離はそれぞれ30kmと山村としては櫨めて
恵まれている.
脊振村地区は，県の北東部に位置し，北は福岡市とj交をなしラ東開およそ12km，南北およそ
llkmのほぼ矩形をなしヲ北境に県下第吟の標高1，055mの脊振lLiを擁した純山村である.本地区
のすぐ側を，高速長崎自動車道が通れ東脊振インターも近くにあり，佐賀市や詣関市等への
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交通の便もよい.
これらの地区は，いずれも佐賀市からは主主で20~判分の極めて近い距離にあり 9 いわ
市近郊の中山間地といえよう.
(2) 対象地域の農業等の概況
対象地域の農業等の概況を地区民にみると以下のようである.
1 )小城町地区本地区は，土地の約50%が山林であり，農地は，河川治いに
した回，畑とはj麓部の米整備樹園地とからなる@農地面積約1，300加のうち，約55%の730ha
が水田である。河川沿いの比較的平坦な水田はラ昭和39~47年の鉱害復!日，昭和46~60年の罷
場整備が実施されているが，本地区の棚田，樹園地はほとんどが未整備である.
2 )寝士宮J地区:本地区は，土地の約80%が山林であり，脊振舗天山山系からの小河JI[やこ
れらが合流した嘉瀬川等の流域に約950haの農地があり，その約90%の850haが水田である.米
が主幹作物であったがヲ水回転作を契機として野菜の導入を限り，夏秋軟弱野菜を中心
している.
は50%強で， UJ問地では急勾配の棚田が多し団士宮としてまとまった面積が小
さい未整備田が570haある.
3 )三瀬村地誌:本地底は，農地約400加のうち約80%の320haが水田で、ある@国場は 1~5
a程度で小さし棚状で湿留または半湿田である@機械を導入する農道もなく人が歩くのがやっ
とである.また，日陰が多く日賠不足となっている。
4 )脊振村地匹本地区lふこと地の80%以上が林野であり，域原JI[沿いに農地が点在し，耕
地は狭少で傾斜地が多く棚田，谷地田が散在している.農地約470haのうち約70%の290haが7永
田である.関場は 1~5 a程度と小さく楠田で半湿田である.日韓が多く，日照不足と低温で
は少ない@近隣町村の三田川町，東脊振村，神埼町に工業団地ができたため勤めに出る
家も多く，離農や兼業化が一段と進む傾向にある@また，減反や米舗の引き下げにより
に転換しつつあるが髄格が不安定なため農業の収益性は低い@
1 )によれば，いず、れの地区とも
韻向にあり，三瀬村地底脊按村地匿では30%以上減少している@
は減少
農家の構成 2 )を見るといずれの地区とも に占める割合は約10%と
表一一 1 農業就業人口(総就業人口) (単位:人) 表 2 重量家の構成 (単位:戸)
地区名 1975 1980 1985 
115，370 99，811 89，737 
佐賀県
(397，088) (41仏749) (419，636) 
総幾 専業
兼業農家
地区名
家数 農家 第一穣 第二二種
兼業 兼業
2，291 2.045 1，974 
小城町地区 (7，008) (7，222) (7.250) 
佐賀察 50，2吉8 7，259 9，640 33，397 
小滅的地区 909 133 178 598 
1，946 1，726 1，445 
言富士田了地区
(3.632) (3，437) (3，264) 富士町地区 863 97 258 508 
548 473 361 三瀬村地区
(1， 053) (1，047) (976) 三瀬村地区 274 30 35 209 
764 703 543 脊振村地区
(1，552) (1，489) (l，385) 空手援村地区 330 44 86 200 
1990年幾重量センサスによる
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表 3 耕作放棄地の概況 (単位:戸， a) 
l仁hゴ 水 出 熔 機 l議 土復
地区名
農家数 頭積 農家数 題穣 幾家数 i諸積 農家数 日百 積
佐賀燦 7，553 19仏972 2，044 26.634 3，465 53，706 3，187 119，832 
ノト域同地区 120 3，952 13 313 10 54 106 3，585 I 
寓土町地区! 86 ヲ31 60 733 33 189 つ 合
三瀬村地区 37 570 357 24 213 
手J長村地区 60 821 650 18 91 3 
1990年幾業センサスによる
3. 関
??」?????
?」?? ????
表 4
放棄の
各地区の耕作放棄地の概況(表 3 )によれ
ば，小域町地区を除けばラ耕作放棄水田
作放棄面積に占める割合は大きい a
耕作放棄年数は長いものでは
傾向にあるという@水田の自
引を見てみると，各地区とも平成2
8に示している@
(2) 放棄の理由
各地区における
1 )小城町地区
きし すると以下のよう る.
ら3年度にかけて 2措に増えている@自己保全管理は，耕作放棄につながる可能性を持ったも
のであり，今後各地区において水田の耕作放棄が進むことが考えられる@
にヲ耕作放棄は掴場9 用 e排水，道路ラ日
において起き易い@これ
すらできない状況下にあり，そういっ
された水田や，
ったり， 小*が生えたりしている所もあり，
ある@これらの状況を写真-1
ない山付出
最近では植林
????
により ないJ
?????
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写真一 1 小城町地区の道路脇にある放棄水田 写真一2 小城町地区の約 1haとまとまった棚田の
放棄水田
写真一3 冨士町地区の棚田の放棄水田 写真一4 冨土町地区の圃場整備後に放棄された水
国
写真一5 三瀬村地区の放棄水田と耕作田 写真 6 三瀬村地区の耕作田に挟まれた放棄水田
写真一7 脊振村地区の道路脇にある湿害のひどい 写真一8 脊振村地区の道路からの高低差の大きい
放棄水田 放棄水田
第 74号 (1993)
?????
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今まで山間山付留に見られていた猪被害が，最近では前田周辺でも被害を蒙るようになっ
てきて農家の生産意欲の低下に拍車
3 )三瀬村地区
減反政策，生産調整，米価の低迷，野菜価格の不安定等による農家の生産意欲の薄れ
後継者不足による農家の生産意欲の薄れ
農業に対する不安感
猪の出没が多い
第2種兼業農家が多い
4 )脊振村地区
① 減反，生産調整，米価引き下げ等農業の低迷による農家の生産意欲の減退
② 後継者不足，螺不足による農家の生産意欲の減退
③猪による被害が大(村外に居住を移転した者あり)
以上のように，各地区それぞれが耕作放棄に対する理由を持っていることが伺える.しかし，
共通して減反政策，生産調整といった国の農業政策への不安が無視出来ない状態であり，農業
への将来撰望が描けないところに農業の抵迷，生産農家の高齢化，農業後継者不足といった社
会現象の根源があると感ぜ、られる.
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4 .耕作放棄水間対策
耕作放棄の原閣が，上述のように国の政策や社会現象に関係しており，対策を立てるに当たっ
ては地方自治体のみの努力には限界があるといえよう.実際，地区によっては，圃場整備等行つ
でも効果は上がらず，植林といった対策はあるが現在木材の価格が不安定なため植林する入が
なく，農地に復!Bずることは難しいので放寵状態であるが，かといって放置しでも付近の農地
等に対する悪影響はない等，その対策に苦癒しているのが現状である.しかし，地区によって
は対策を種々検討し，実現に向けて動き出しているところもある.それらの桝を2，3例示そ
う.
小域町地区では， r名水とオレンジの塁づくりIJをキャッチフレーズに「中山間地域農村活
性化総合整備事業実施計画jを立てている，当計画では， (1)盟場・樹菌地の整備，農道整備と
いった生産性向上のための整嬬， (2)急鰻斜地水田を等高線型に整婿し農林災害を訪iとすると
いった農地環境保全のための整構， (3)営農飲雑用水整備，農村公閤や活性化施設整憶といった
生活環境のための整備，が整備構想としてあげられている.
このほか，低平部に居を移して，山間部の耕作地へ通うという f通勤耕作J等も考えている.
これらはいず、れも過疎化や農業後継者対策に有効であると思われる.
富士町地庄では，放棄水田対策として町，農業委員会，農協，集落等で協議を重ね，町 (1/
2)，農協 (1/2)出資による有限会社を設立して農地震{昔，農作業受託事業をモデル地区を設け
て計画中である.モデル地底としては，町内でも比較的農業の担い手の高齢化が進んでいる地
毘が選ばれている.
また，富士町地区では農協も耕作放棄水器対策に取り組んでおり，対策の基礎資料を持るた
めの謂査を種々行っている.表-5は，富士町農協管理課が行ったJ農家の f農作業および農業
経営の受委託に関する調査jの結果を示したものである.表-5によると，農家の農作業およ
び農業経営の委託に対する要望度は高く，特に水稲作業のすべてについて委託したい，農業経
営を 5年以内に委託したいという要望が高かったことが分かる.また，農業経営の受委託に関
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表 5 差是作業及び差是業経営の受委託tこ関する潟重量結果
(1) 農協又l土利用組合等で作業の受託善悪業を行うことと
なった場合，希望する形態
作業形態 件数
水稲作業の全てについて委託をしたい 37 
水稲作二多誌の 郊について委託をしたい 30 
自家労働でまかないラ不足する部分は援問ずる
(委託・雇用は考えない)
自家労働でまかなう。(委託 a懸命用は一写えない)
共同でやりたい(委託@緩用は考えない) 4 
之iコ主h
本委託。議fiを考えないものについては，除いて集計
問委託の時期及び額積
委託の時期 件数 面積 割合
欝j
すぐにでも委託したい 211キ 1，102 a 34.4% 
今から 5年以内に委託したい 16 840 26‘2 
今から10年以内に委託したい 14 1，200 23.0 
今から10年以後iこ委託したい 8 437 13.1 
不 明 2 35 3.3 
メ仁ミコN 3，614 I 100.0 
問委託料の希望額
i仁L3 
52.1% 
42.3% 
5.6% 
100.0% 
委託料(資借料)の希望書員 すぐに 5年以内 10年以内 10年i以後
5.000円以上であれば委託 1 {q二 。(牛 。件 01牛
10，000 I 。 1 。 1 
γ-b 。15.000 I 2 。
18，000 1I 2 。 。 。
20，000 1I 1 。 3 。
25，000 1 1 。 。 。
30，000 1 3 3 3 。
出土中。 1I 。 。 1 。
50，000 1I 1 2 。 。
i;当ま局にまかせる 9 。 1 。
しいが，無ければ{土方ない 1 。 。
トー
然回答・わからない ヲ 10 3 7 
委託料;ふいらない 。 。 1 。
(21) (16) 1) (8 ) 
(4) 受託料の希千夏樹
蜜土問農業協同組合管理課(昭和田年 8Jl斜交)による
不明 ごト ニ口
o i: 11牛。 2 。 2 
む 2 。 4 
o 1 。 9 
o 1 。 3 。
。 1 
2 34 。 1 
( 2 ) (61) 
122 佐賀大学農学部数報第 74号 (1993)
しでは，委託する側は皮当たり30，000円以上の委託料ならばしたい，逆に受託側は反当たり
15，000円以下の受託料ならばしたい，とそれぞれ考えていることが分かる.
5.おわりに
今回，調査の対象とした中山間地域は，いずれも佐賀の穀倉地帯を潤す中小河川!の水源地帯
でもあり，中山間地水田の洪水調節機能も重要である.また，最近の河川等の水質環境保全に
関する県民の関心度は非常に高い.水源を守り，洪水調節機能を保持し，水質環境を保全する
ために，中山間地における水田を荒廃させないだけではなし中山間地域そのものの自然多
しなければならない.そのために，県当局は中山間地域の農業従事者
に，例えば環境保全手当のようなものを支給する，等の対業を講じる必要があるのではないだ
ろうか.そのような対策を講じることが，環境問題に対処するだけではなく，ひいては中山間
地放棄水田対策にもなるのではないかと考える.
なお，本報文は社団法人農業土木事業協会の委託に基ずさ実施した「平成3年度中山間地に
おける耕作放棄水田の実態と対策に関する調査研究J(耕作放棄水田調査検討委員会委員長 中
JlI 昭一郎 農業土木学会専務理事)の成果の一部である.
また，今回の現地調査を実施するにあたり，性賀県農林部土地改良諜，佐賀中部農林事務所
耕地課，小城町役場農業林務課9 富士町役場産業課および農地整備課，三瀬村役場建設課，
振村役場産業建設課の関係各位には大変お世話になった.記して謝意を表する.
6 .摘要
全国的に耕作放棄が増大しているなか，九州においても耕作放棄地の面積は平成 2年には
24，000haに達している@これは九州、!の全耕作地面積の3.5%に相当し， 5年前の昭和60年当時に
比べると 2倍に増えたことになる@耕作放棄の全国共通の理由として，過疎化，高齢化，後継
者不足(これらを農業の 3Kと呼ぽう)があげられ，このままでは耕作放棄はこれら 3Kの進
しし耕地条件も悪い中山間地でますます進行するものと思われる.これらの耕作放棄
として復活@維持しヲさらにはこれからさき放棄地が出ないような対策
る必要がある.
本研究は，その為の基礎資料を得るために特に水田の耕作放棄についてヲ
山間地域においてその実態を調査するとともにラ地域の意見等
いてもネ食言すしたものであるー
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